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11--11 ．．地下貯水槽の概要地下貯水槽の概要
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11--22．地下貯水槽の構造図．地下貯水槽の構造図

ベントナイトシート

長繊維不織布

HDPEシート（遮水シート）

＜法面のシート構造拡大図＞
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22--11．浮き上がりの経時変化（．浮き上がりの経時変化（No.3No.3地下貯水槽）地下貯水槽）
 地下貯水槽No.3において、最大約40cmの浮き上がりを8月10日に確認

 現在、明瞭な進展はみられていない
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22--２．浮き上がりの経時変化（２．浮き上がりの経時変化（No.4No.4地下貯水槽）地下貯水槽）

 地下貯水槽No.4において、浮き上がりを8月10日に確認（8/11測量時 約15cm）

 現在、明瞭な進展はみられていない
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33--11．地下水位の経時変化（．地下水位の経時変化（No.No.３地下貯水槽）３地下貯水槽）

No.3地下貯水槽周辺の地下水位（貯水槽底面からの水位）

 7月中旬以降、地下貯水槽周辺の地下水位に上昇傾向がみられる

 8月11日に地下水位低下の傾向となったが、8月14日から18日にかけて上昇低下

を繰り返す
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33--２．地下水位の経時変化（２．地下水位の経時変化（No.4No.4地下貯水槽）地下貯水槽）

No.4地下貯水槽周辺の地下水位（貯水槽底面からの水位）

 7月中旬以降、地下貯水槽周辺の地下水位に上昇傾向がみられる

 8月10日以降の地下水位は約3mであり、概ね一定
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４．浮き上がりに対する当初想定４．浮き上がりに対する当初想定

 地下貯水槽を一体的に動く構造物として浮き上がりを検討

 地下貯水槽の重量から、地下貯水槽No.3で3.2m以上、地下貯水槽No.4で4.4m以上

で浮き上がりが発生すると想定
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※１kN（キロニュートン）＝約0.1ｔ
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５．浮き上がり抑制のために追加する上載荷重５．浮き上がり抑制のために追加する上載荷重

ドレーン孔

漏えい検知孔

均しコンクリート

プラスチック貯水槽 保護土

 今回の浮き上がりは、周辺の砕石の抑えがない中央部を中心にみられた状況

 そのため、砕石のない範囲（赤枠内）で、 浮き上がりを抑制するために必要な

重量を算定（単位面積で試算）

 これまでの地下水位を踏まえ、地下貯水槽No.3で70cm、地下貯水槽No.4で80cm
の砂利の敷き均しを実施したい（ただし、状況により層厚は検討）

砕石

2.752m（8/16）
2.95m

29kN/m2 ※

0.7m
No.3 No.4

3.13m重量に相当する周辺地下水位

単位面積あたりの重量

砕石の追加設置

31kN/m2 ※

3.043m（8/14）これまでの最大地下水位

0.8m
地下貯水槽

検討範囲

※１kN（キロニュートン）/m2＝約0.1ｔ/m2
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66．施工上のリスク．施工上のリスク

 地下貯水槽に浮き上がりが発生している状況において、貯水槽上面に砂利を敷

きならす際の施工リスク並びに対応方針を以下に整理する。

※なお、対策工事については、浮き上がり量が大きい地下貯水槽№３から実施

する予定。

施工中は、ドレン孔から地下水を排水する
上載荷重により、貯水槽と改
良地盤の間の地下水が移動し、
新たな浮き上がりが生じる

一箇所に作用する荷重を小さくするため、３層
に分けて砂利を盛土する

施工範囲を区分し、（42ｍ×32ｍ）を６分割
し、層毎に、中央から外側へ順次盛土する

大きな荷重を局所的にかける
ことにより、シートが変形し
て損傷する

対応策想定されるリスク
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７ｰ７ｰ11．工事概要（地下貯水槽．工事概要（地下貯水槽No.3No.3））

範囲：42m × 32m（周辺の砕石がない範囲）

層厚：70cm（状況に応じ層厚は検討）

施工方法

・ 作用する重量を小さくするため、3層程度に分けて盛土

・ 層毎に、施工範囲を６分割し、中央から外側へ順次盛土する

①

②
③
④
⑤
⑥

42ｍ

32ｍ
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77--22．工事概要（地下貯水槽．工事概要（地下貯水槽No.3No.3））

 排水計画

【目的】 地盤と貯水槽の間に貯まっていると想定

される地下水を排水し、荷重の上載によ

る新たな浮き上がりを抑制

【想定量】約200m3

【回収孔】南西側ドレーン孔

※北東側に汚染水を引き寄せることを

回避するため、

【移送先】Ｇ６エリアのタンク（空容量 約500m3）

 施工スケジュール

盛土による上載荷重

地下水を回収しない場合、貯まっ
た地下水が移動し、新たな浮き上
がりが発生する懸念

地盤

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

準備期間

仮設設備設置

砕石盛土

沈下板設置

（支障物移設：配管等）

（スロープ構築・敷鉄板設置）

（撤去）

作業日数（日曜日は考慮せず）
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77--３．工事概要（地下貯水槽３．工事概要（地下貯水槽No.3No.3））

 施工時の計測管理

砂利を敷き均すことによる、浮き上がりの

状態に異常が発生していないかを確認する

とともに、対策の効果を評価するため、地

下貯水槽上面５点を計測する

①
⑤②

③ ④

地下貯水槽No.3における計測箇所
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【【参考参考】】No.3No.3地下貯水槽ドレーン孔・検知孔の分析結果地下貯水槽ドレーン孔・検知孔の分析結果

 7月中旬以降から８月10日までのドレーン孔・検知孔の全βの分析結果に有意な変化はなく、

浮き上がりによる汚染水の漏えいは認められない

 ８月12日から北東側で全β濃度が検知され、8月19日時点でドレーン孔にて5.7E-01(Bq/cm3)

 浮き上がりの大きな進展がないこと等から浮き上がりに伴う新たな漏洩ではなく、８月11日～

12日にドレーン孔（北東側）から地下水を回収した影響と考えている

No.3地下貯水槽ドレーン孔・検知孔の全β測定結果（Bq/cm3）

1.E-02

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

4/1 4/11 4/21 5/1 5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19 8/29

ドレン孔　（北東側）

ドレン孔　（南西側）

検知孔　（北東側）

検知孔　（南西側）

地下貯水槽No.３（全β・Bq/cm3）


